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病院で活躍する「人」や、地域とともに進める「取り組み」に焦点を当ててご紹介します。患者や職員、地域
の方々がつながり、より良い医療と暮らしを築くための挑戦や想いをお届けします。

身体拘束最小化への
挑戦へ FOCUS
拘束ゼロを目指して ～患者様の尊厳を守るために～
当院では、経管栄養や認知症の患者様が多く、入院時より身体拘
束がされている患者様も少なくありません。その影響もあり、院内
全体で身体拘束を外す意識が低くなっていました。しかし、患者
様の尊厳を守るため、私たちは身体拘束最小化に向けた取り組み
を進めています。

これらの取り組みにより、年間約330人だった拘束
患者数が、約150人まで減少！スタッフ一人ひとり
が適切な対応を考え、実践できるようになったこと
で身体拘束に関するインシデントレポートの発生
数も減少しました。これからも、当院は患者様の尊
厳を守りながら、より良い医療を提供できる環境づ
くりに引き続き取り組んでまいります。

ミトンの使用を減らすため「マフ」を導入し、
拘束の必要性を見直す機会を増やしました。こ
れにより、拘束の適用基準を再確認する習慣が
定着し、拘束時間の短縮にもつながりました。

院内スタッフの意識改革を実施。認知症当事者の
目線での行動理解を進め、柔らかいマットを用い
るなど安全に行動できる環境整備を進めました。

精神科医と身体拘束最小化チームが毎週院内を
ラウンドし、スタッフと情報共有を行っています。

取り組み

成 果

「安全でスムーズなケア」にFOCUS
タスクシフトにより高い医療の提供、
とろみサーバーを導入
当院では、嚥下機能が低下した患者様の誤嚥リスクを減らし、安全な水分
補給を提供するために「とろみサーバー」を導入しました。この機器はワン
タッチで適切なとろみをつけることができ、均一な仕上がりを実現。手作
業でのかき混ぜが不要となり、スタッフの業務負担も軽減されました。 使用開始から1年、実際に使用している職員か

らは「提供スピードが上がり、安定したとろみを
提供できて安心」との声が聞かれています。ま
た、患者様からも「のみやすい」と好評です。
従来の手作業では個人の感覚によるばらつきが
生じることもありましたが、とろみサーバーの導
入により品質が一定に保たれ、安全性が向上し
ました。さらに、準備時間の短縮によって、スタッ
フがより多くの時間を患者様のケアに充てられ
るようになった点も大きなメリットです。今後も、
より良いケア環境を提供できるよう、新たな設
備の活用を進めていきます。
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栄養課が工夫を凝らした華やかなおせち
メニューを提供。食の楽しみを通じて患
者様の笑顔が広がりました。季節を感じ
る食事は、心の充実にもつながります。

音楽の力で活力を届ける「ロマンディス
コ」を開催。昭和の名曲に合わせてペン
ライトを振る利用者様の姿が印象的でし
た。懐かしい音楽は記憶を刺激し、心身
の健康促進にもつながります。

約5年ぶりの新年会を開催。職種を超え
た交流が生まれ、抽選会では大盛り上が
り。笑顔があふれる場が、チームワーク
向上につながりました。

かけがわのぞみ保育園の園児と通所リハ
利用者様が豆まきを実施。歌とダンスで
世代を超えた交流が生まれ、病院に笑顔
と温かい時間が広がりました。

東病院のひとこま
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